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令和４年度まちづくりを考える懇談会 

 

「まちづくりを考える懇談会」は中標津町をより良く、住み続けたいまちにするため「こうなれば

いいな」「こんなことしたいな」と思うことを、町長と直接話し合う場として毎年開催（郡部地区は隔

年開催）しています。 

令和 4 年度の「まちづくりを考える懇談会」は下記の 4 回開催し、このうち 12 月 8（木）と 12

月 9 日（金）の開催ではファシリテーターが懇談会を進行しました。 

 

 

●ファシリテーターが進行した懇談会の流れ 

ファシリテーターが懇談会が進行することで、みなさんのご意見やご要望にその場で町長が回答す

る一問一答方式ではなく、町民のみなさん同士も含めてまちづくりについて「話し合う」懇談会とし

ました。 

参加者のみなさんから自由に、行政に対するご意見やご要望を承り、その意見に対してほかの参加

者の考えを聞くことにより、共感があったり、異なる意見があったり、解決策を考えたり、みなさん

で話し合うことができました。 

 

流れ１．オリエンテーション 

開会　～　ファシリテーター紹介　～　ファシリテーター自己紹介（グラフィッカー紹介） 

～懇談会の流れを説明　～　町長あいさつ 

 

 

 

 

 
日 時 場 所

 
　12 月 8 日（木）19 時 30 分

　計根別交流センター 

　【対象地区】計根別（市街地含む）・養老牛・上標津地区

 
　12 月 9 日（金）19 時 30 分

　総合文化会館コミュニティホール 

　【対象地区】中標津市街地

 
　12 月 19 日（月）13 時 30 分

　中標津町農業協同組合 2 階大会議室 

　【対象地区】俵橋・武佐・開陽・俣落地区

 
  12 月 20 日（火）13 時 30 分

　中標津町農業協同組合 2 階大会議室 

　【対象地区】西竹・若竹・第二俣落・当幌・豊岡・協和・南中地区

ファシリテーター：会議などの場において話し合いを促進する進行役 

グ ラフ ィ ッカ ー：話し合いを文字や絵で描いて見える化することで内容をわかりやすく表現する人
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流れ２．ワークショップ 

　　ワークショップでは、町長があいさつで触れたテーマも踏まえながら、まずは参加者のみなさんが

「今日一番話したいこと」を紙に書いてもらいました。その後、1 人ずつ紙に書いた意見を発表しな

がら、関連する意見のある人にも発言してもらい、それらに対し町長や教育長からお答えさせていた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　みなさんからの意見はグラフィッカーにより文字として見える化され、前方に貼り出しながら懇談

会を行いました。 

 

ほかにも行政への意見だけでなく、自分や自分の周りの状況など自由に話をしていただきました。

最後に懇談会で話し合った内容を振り返り、町長、教育長からまとめを述べて閉会となりました。 
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●懇談会の内容 

　懇談会の意見交換の内容について、その概要をまとめました。また、町長や教育長がその

ばで回答しきれなかったご意見等については、担当部署からの回答も追加しています。 

 
 
・計根別交流センター 　令和 4 年 12 月 8 日（木）19:30~　参加者 20 名 
【町参加者】町長・副町長・教育長・総務部長・政策推進課長・企画調整係 
 
【まちづくり全般について】 

●旧小学校の公園化について都市計画マスタープランの話し合いの中で出た。ベンチや遊

具の設置について検討いただきたい。もう一つはバスターミナルを改修して高校生が販売

するアンテナショップにしてもらいたい。 

●農業試験場についてバイパス沿いが発展してきているので移転してもらえないか。専門

学校の誘致については周辺自治体からの人口流入につながるので土地の取得を進めてもら

いたい。中標津町に長期滞在する人が少ないので施設を作ってもらえればと思う。 

 
 町長  
　旧小学校の公園化については、地域でまだ方針が決まっていないと思うので、是非計根別

地域として盛り上がって議論していただきたい。 
　高校生のバスについてはバス会社とも協議を進めているがなかなかまとまらないのが現

状ですが、農業高校が盛り上がっていけるように色々な事を考えていきます。 
専門学校については周辺の土地がすべて町有地です。学生確保に向けて周辺自治体に足を　

運んでいますし、今後も努力していきます。 
　長期滞在については今後必要な考え方です。町で施設を作るのは課題がありますが、民間

の力も借りて、その方向性を伸ばしていきたいと考えています。 
 
 教育長  
　高校生の生産物の販売については中標津支援学校の様なコラボ商品等も考えていきたい

と思っています。子どもたちが作ったものが皆さんに喜んでいただける形で提供できるよ

うに工夫していきます。 
 
 
【観光について】 

●中標津の観光について、空港から町まで 5 分の利点を活かした何かができないか。何年

か前にゴルフ場がなくなったが、ゴルフ場があれば東京から飛んで中標津町でゴルフをし

て 1 泊して、次の日弟子屈でゴルフやって釧路空港から帰る事もできたと思う。 
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●養老牛の「牛」文字が有名になってきているが、その写真を撮るために急に停車する車が

危ないと感じる場面がある。写真を撮影できるようなちょっとしたスペース（スポット）が

少しでもあれば観光にも役立つのではと思う。 

 
 町長  
　「牛」文字を撮影するために良く停車される場所についてわかりました。何かできるかも

しれません。 
　観光について、根室管内には大規模宿泊施設がないのでどうしても知床や阿寒に引っ張

られてしまいます。そのため、単独の町に滞在してもらうのではなく、管内のそれぞれのス

ポットを磨きながら、なるべく管内の滞留時間を長くする事を考えています。空港の利点を

活かして周辺観光を利用しながら地域を盛り上げるために連係プレーを進めていく事を考

えています。 
 
 
【学校給食について】 

●計根別幼稚園・学園・農高について給食をもう少し地元食材を使ったり、オーガニックを

選定したりして中標津町の売りになれば良いと思っている。私は東京から移住してきたが

来る価値のある町だと思っており、もっと良くしたい。今の給食センターだとアレルギー

対応ができないのも誰でも受け入れられる体制を作ってもらえると嬉しい。また、農高で

野菜を作ってもらう等連携して、給食から食育ができたらと思う。 

 
 教育長  
　町でも地元食材を使った給食を提供する日がありますが、そういう日をもっと設定する

必要があると感じました。アレルギー対応もしたいと考えていますが、現在の給食センター

では人員的にも体制的にも厳しい状況です。今後改善していきたいと思っています。 
 
 
【公園について】 

●計根別の子供たちはゲームやスマートフォンに費やす時間が非常に長い状況であり、計

根別地区に公園があればと思う。正美公園は町の中では公園の指定に入っていなく、昔あ

った遊具もロープで巻かれていて使えない状況。計根別学園の子供たちは児童館に行くか

家に帰るかの選択肢しかない。是非、子供たちが外で遊べる公園を計根別の町の中に検討

してほしい。 

●公園について、子供たちとどんな遊具を作るか計画を立てて、自分たちで廃材等を集め

て作っても良いのか。どんな規制があるのか分からないがそんな解決策があればと思う。 
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 町長  
　遊具を自分たちで作るのは難しい話かと思います。物にもよりますが事故の心配を考え

た耐久性等が必要になります。ご相談を受けることはできると思います。 
 
※管理課回答※ 
計根別には、町が設置し管理している「正美公園」、「農村広場」、「みどり遊園地」の３つ

の公園があります。 
　残念ながら、正美公園の遊具については、数年前より危険な状況であったため全て撤去し

たところですが、今後、公園への遊具の整備方策等について検討して参りますのでご理解願

います。 
　また、公園管理者以外の第三者が公園施設を設置することについては、公園施設を設置又

は管理することが、公園の機能の増進に資すると認められる場合などにおいては、条例に基

づく許可を受けて設置することができますが、公園に遊具を設置する場合には、公園におけ

る安全管理の強化を図るため、国土交通省の指針に基づき設置する必要があり、設置後も適

切な維持管理（日常点検や定期点検等）についても設置者が行わなければなりません。 
 
 
 教育長  
　ゲームやスマートフォンに費やす時間が非常に長いのは管内的な問題となっています。

親としっかり話し合ってもらってもらう事も必要ですし、学校も子供たちを指導しますの

でご協力をお願いします。 
　外遊びについては、学校にいる間は計根別の子供たちは他校よりも外で遊んでいると思

いますが、放課後は遊んでいない事があると思います。ただこれは市街地も同じで、公園が

あっても遊ばない状況です。なぜかと言えば、やはり家でゲームをする方が楽しいからです。　

やはり大人が楽しい外遊びの環境を作って、外遊びの仕方を教えてあげる必要があると思

います。今後論議していきたいと思います。 
 
 
【窓口手続きについて】 

●計根別支所での死亡手続きについて、中標津市街地に行かなくても計根別支所でできる

ようにしてほしい。 

 
 副町長  
　死亡手続きになると死亡届だけでなく様々な手続きが必要となるため、今のところ計根

別支所では難しい状況です。ただ、情報化が進んで、今後インターネットを利用した自宅か

らの手続きもできるようになるかもしれません。そうなった時のパソコンの使い方等を計

根別支所でお手伝いするようにする等考えられます。今後、支所の役割も含めて考えていき
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ますのでもう少しお待ちいただければと思います。 
 
 
【道路状況について】 

●計根別公住の道路（インターブロック）について、木の根で盛り上がっていて危ないので

見てほしい。 

高校の通学路も除雪で削ってそのままになっているので舗装してほしい。 

●高校の通学路については私の家の前の道路の事だと思う。私が家を建てた時に予算の関

係で町の土地だけアスファルトにしなかったので、除雪が入って剝がれてしまったのだと

思う。私も町にアスファルトを敷くから少し出してくれないかとお願いしたが、実施に至

らなかった。町にお願いした方が良いのか、自分でやるべきなのか。 

 
 町長  
　私の家の前も町の道路との間に隙間があり自分で舗装する事になりました。 
　 
 
【人口減少について】 

●子育て世代の人や高校生などのもっと若い人の意見を聞いた方が良い。進学した人が町

に帰ってこないのは中標津でやりたい事や仕事がないのか。町の PR ももっと必要。根室管

内で連携して札幌等で企業説明会をするなどの取り組みを行えば若い人達も戻ってきやす

いのではないか。 

 
 町長  
　若い人たちの意見は積極的に聞くように努力します。若い人が進学先から町に戻ってこ

ない理由は働く場所（職種等）の問題があり、特に女性についてはまだ男社会であり変えて

いかなければならないし、女性が望む仕事を作れるかどうかも重要と考えています。町の

PR についても町の利便性についてしっかり PR していきます。 
 
 
【公共交通について】 

●高齢者が免許返納した後、通院等で中標津市街地に行かなければならない場合、中標津

市街地と計根別の交通が将来どうなるのか知りたい。例えば、バス券があるとか高齢者用

の介護タクシーを利用するとか、何か考えているのか。 

 
 町長  
　公共交通については、通院や買い物であったりバスの利便性を高めるための時間帯等を

しっかり考えていきたいと思います。 
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　免許返納に対してのバス券については、何代か前の町長が言っていましたが車を持って

いると維持費が高いため、車がなくなった分でバスに乗るのでないかとの話があり、私も同

意見です。 
　郡部地区の方の不便に対応するため、乗りたい時にうまく乗れるシステムの研究は必要

だと考えています。 
 
 
【AED の設置について】 

●AED の設置について、計根別地区は交流センターとセイコーマートにしか AED を設置して

いなく、計根別駐在所にも AED は設置されていない。交流センターもセイコーマートも閉

館（店）時間があるので、いざという時に使えない。駐在所なら 24 時間空いているので

AED があれば良いと思っていました。救急車も中標津市街地から来るまでに 20 分以上かか

るので、AED を設置する場所をもう少し増やせないか。 

 
 副町長  
　AED については消防署で各コンビニにお願いして設置したのが始まりです。しかし、計

根別の場合は午後 11 時でセイコーマートが閉まってしまいますし、公共施設は 24 時間空

いていないです。もし駐在所に置かせてもらえるのであれば、それを町で検討すべきなのか、

北海道警察に要望すべきなのか、検討しますのでお時間をいただければと思います。 
 
※消防署回答※ 
　中標津警察署と協議を致しましたところ、計根別駐在所の玄関は駐在員の勤務時間終了

時刻である午後 5 時 30 分で閉鎖となっており、また、AED 設置による人命救助に係る駐

在員の責任問題に生ずる事が想定されることから、本町のみならず全道的に駐在所への

AED 設置はできない旨回答をいただいたところです。 
　現在、計根別地区には中標津町交流センター（施設利用可能時間 9 時~22 時）、北海道中

標津農業高等学校、中標津町立計根別学園、計根別幼稚園、計根別農業協同組の 5 ヶ所に

AED を設置しており（セイコーマート計根別店は R4.5.31 をもって設置終了）、現状におい

て計根別地区における 24 時間開設施設への AED 設置は難しい状況ではありますが、迅速

な初動体制により、救急現場到着に係る所要時間を可能な限り早めてまいりますのでご理

解の程、お願い申し上げます。 
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【発言できなかった意見（紙で提出）】 

●計根別の街灯が切れているものが多いので早めに確認してほしい。 

 
※管理課回答※ 
街灯の不点灯箇所を確認していますが、水銀灯の製造が終了しており新品在庫がない状

況にあります。 
　現在、建設水道部において街灯のＬＥＤ化を進めていますが、計根別地区については令和

７年度の取替計画となっております。 
なお、取り替えまでの応急措置として、取り替えで発生した水銀球が適合する場合には再利

用を検討して参りますのでご理解願います。 
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・総合文化会館 　令和 4 年 12 月 9 日（金）19:30～　参加者 9 名 
【町参加者】町長・副町長・教育長・総務部長・政策推進課長・企画調整係 
 
 
【観光資源について】 

●カラマツの湯が事故により閉鎖されているがせっかくの観光資源が眠ってしまっている

は残念。復活について町で検討できないか。 

●カラマツの湯は法律的にも公共施設にするもの難しい話だと思う。なければないで良い

とも思うが観光コンテンツとしては良い物。 

 
 町長  
　カラマツの湯は国有林の中にあるので森林管理署の管理で、町にもカラマツの湯の管理

について話がきますが、町が温泉を管理するのであれば許可を受ける必要があり、そうなる

と素掘りの湯舟では認められなくなってしまいます。コンクリートの湯舟の整備やトイレ

や管理人の設置も必要となり、そこまでの整備は難しいですし、カラマツの湯のイメージも

守れなくなってしまい、今のところ町ではそこまでして管理する事は考えていません。 
 
 
【格子状防風林・地域おこし協力隊の活用について】 

●格子状防風林をどういう風に管理・運営していくかを各方面の専門家（樹木・生態系・景

観・防災・経済等）を集めて話し合ってみてはどうか？その担当職員として地域おこし協力

隊を雇ってはどうか？ 

●地域おこし協力隊についてはたくさん呼んでほしい。ふるさと納税や移住促進、創業・起

業担当等、地域おこし協力隊の制度があるうちになるべくたくさんの人を呼べれば。 

 
 町長  
  地域おこし協力隊を積極的に雇用しようという思いはあります。今まで地域おこし協力

隊で中標津に残った人は 2 名いまして、できれば退任後の起業等にも結び付けられればと

考えています。 
　格子状防風林については多くは国有林であり、（国で）管理はそこそこやっているなとい

う印象です。世界に類を見ない宇宙から見える人工物である格子状防風林は価値があると

考えています。防風林は国の制度で守られていて簡単に減らしたりできるものはありませ

んので、これからもしっかり管理をして役目（防災・レジャー・生態系等）を担っていけれ

ばと思います。 
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【学校給食について】 

●学校給食について作っている方の人数が足りなくて品数が減りますというお便りが来た。

実際加工品が増えており地元の食材をもっと使ってほしいとの思いもあり心配。 

●ブロッコリーを焼いて食べると美味しいと聞いてやってみたら本当に美味しかった。中

標津の食材を使って手間をかけないで美味しく食べられるレシピを町民から募集してみる

等、手間をかけないでできる方法を模索してはどうか。 

 
 教育長  
　根室管内で給食提供が上手く行っているのは別海町だけで、他市町は人員不足・施設老朽

化に困っています。中標津町の有効求人倍率は 2 倍以上で、募集してもほとんど人が来な

い状況です。これまでのやり方だと給食センターの運営が厳しくなる事が予想されていま

すので、今の体制は維持しつつ抜本的な改善を考えているところです。（北根室（中標津・

標津・羅臼）共同で給食センターを建てる等） 
　なんとか子どもたちに安心安全な給食を提供できるよう努力していますので、しばらく

の間ご理解いただければと思います。 
 
●今困っている状況の直接的な原因は人口減少や予算不足がつながっているのか。 

 
 教育長  
 人員不足は給食センターだけでなく民間企業もです。ある企業は 20 人足りないとも聞い

ています。より仕事が楽で給料が高いところに行ってしまう状況が起きています。1 市 4 町

どこも公務員だけでなく民間企業も困っている状況です。これを何とかしなればならない

と 1 市 4 町の市長・町長・教育長達で頭を悩ませています。そしてこれは根室管内だけで

なく過疎化が進むあらゆる場所で同じ問題を抱えています。 
 
●地域おこし協力隊を積極的に雇う事や、岩谷学園の生徒が定住してくれる事が大事だと

感じた。 

 
 
【子育て支援について】 

●空いている時間にアルバイト等の仕事を入れる事があるが、そういった際に子供を預か

ってほしい。全国的に虐待の不安もあるので監視の目が行き届いていればと思う。 

●（上記の発言に対し）その話であればファミリーサポートを使ってみてはどうか。 
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【町内会について】 

●町内会の会員割引制度は皆さんが町内会のために頑張ってもらい感謝している。郡部地

区も対象となり嬉しい。是非このような取り組みが続けば良いと思う。 

●ごみ収集に関して、中標津町は家の前まで収集に来てくれるが、これは他町と比べると

贅沢。例えばこれを、（町内会加入率向上のために）町内会加入のメリットとしてみるのは

どうか。 

 

 町長  
  町内会は隣近所の人が協力する気持ちが大事だと考えています。例えば災害時の助け合

いや、高齢者の見守り等は町内会の日頃の付き合いがあれば全然違うと思います。ごみ収集

に関してはステーション方式の町内会もありますが、いずれにしても町内会が活性化する

方法を考えなければいけないと思っています。 
 
 
【留学生について】 

●留学生に日本語を教えているが、留学生が町内会活動で地域に溶け込めるきっかけにな

れば良いと思う。（留学生は）若いので遊ぶところがないとよく言われるのでラウンドワン

等があればと思う。留学生を皆さんに温かく受け入れてもらいたいと思っている。 

 
※経済振興課回答※ 
留学生や技能実習生等の在住外国人と地域住民との交流は、これまでコロナ禍により十

分に実施できておりませんが、町のホームページに「多文化共生・国際交流」についての新

たなページを設け、国際交流に関するイベント情報やベトナム人地域おこし協力隊の活動

の発信及び留学生の紹介などを行い、住民周知に努めております。 

 

令和４年度は 11 月にしるべっと祭りの中で「JICAfe 2.0 in 中標津」を開催し、来場者

に対し留学生が母国紹介を行い、また１月にはベトナムの旧正月（テト）を祝う会を開催し、

国別在住者数が町内最多のベトナム人の技能実習生が多数参加し交流を行いました。 

また、留学生は２月に冬まつりに参加し、母国料理を振舞ったり、日本文化（和太鼓）や

ウインタースポーツ体験等に参加し、町民との交流を図りました。 

 
 
【人口減少について】 

●若者が町から出て行って戻ってこないので、自分が育ったふるさとなんだから、幼稚園

や学校にいる間に町が自分たちのふるさとだという事を植え付けられれば、将来戻ってく

る事もあるのかと思う。 

　中標津町の自殺率が道内 3 番目と聞いてショックを受けた。地域にとって人は一番の財
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産だと思うので、そうならないためにも「自分のふるさと」という意識を持たせるようにす

るべきでは。そういう事を皆で考えていければ。 

●自殺率は中標津町だけでなく根室管内が高いと聞いている。別海町では自殺予防のモデ

ル事業か何かで、児童虐待防止プログラムをやっていると聞いていて、中標津町でもそう

いう取り組みがあればと感じていた。 

 
 町長  
　自殺防止に関しては毎年、人が悩んでいる時にその信号に気付いて支える人（ゲートキー

パー）を育てていく事をしています。自殺する方は様々な事情がありそれが全てではないで

すが、少しずつこの輪を広げていこうとしています。 
 
 
【発言できなかった意見（紙で提出）】 

●中標津町にしかないもの。中標津町でしか食べられないもの等を農高と飲食店・鹿肉加

工場で考えてほしい。鹿肉の流通をもっとスムーズにしてほしい。 

 
※農林課回答※ 
　近年、増え続けるエゾシカによる生態系への影響や農林業被害の拡大が深刻な問題とな

っていますが、そうした被害を食い止めるため、エゾシカの利活用も進められています。 
　「中標津町エゾシカ対策協議会」では、有害鳥獣駆除としてエゾシカによる農林業被害や

交通事故等を防止するための駆除を行うとともに、地域におけるエゾシカ肉の有効活用を

検討することとしており、有害鳥獣駆除と併せた地域消費等による循環型システムの構築

を目指しているところではありますが、野生動物であるが故に供給量が安定しないことや、

上質な食肉の用に供するためには捕獲時の適切な処置が必要であるとともに、素早く加工

施設へ搬入しなければならないなど様々な課題があります。 
　有害駆除はあくまで農林業被害への対策等が主目的ではありますが、駆除したシカ肉を

有効活用することも鳥獣被害対策として重要と考えており、今後も両面の観点から対策を

進めていきます。 
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※経済振興課※ 
　近年、増え続けるエゾシカによる生態系への影響や農業被害の拡大が深刻な問題となっ

ていますが、そうした被害を食い止めるため、エゾシカの利活用も進められています。 
　エゾシカ肉は、高タンパク・低カロリー・低脂質のヘルシーな食材であり、健康志向が高

まる中で高級なジビエ料理として評価されています。現在は、地元の飲食店などに協力して

いただきながら、エゾシカをジビエ料理として美味しく食べられる取組みを進めており、エ

ゾシカ肉を使った料理やふるさと納税品などを開発するとともに、ここに来なければ食べ

られないジビエ料理として旅行商品のラインナップに加えていきます。 
　また、現在は、町内の飲食店で味わえる季節の旬の食材を地域でＰＲし、集客や消費拡大

につなげる「旬の食材活用推進事業」に取組んでおり、地域の豊富な食材をおいしく調理す

ることで地元食材の付加価値を高め、旬の食材を使ったメニュー化により継続的な誘客等

の観光振興につなげていきます。 
 
 
※農業高校回答※ 
　農業高校では、現在「肉加工研究班」の生徒を中心とした、被害軽減による農林業の保全

とエゾシカ資源の“まるごと”活用による「持続可能なまち中標津」の実現を目標に３ヶ年

計画を立案し、実践項目を 
１　エゾシカ肉を活用した製品改良とレシピの多様化 
２　エゾシカ副産物を活用した商品開発 
とした取り組みを行っております。 
 
１　エゾシカ肉を活用した製品改良とレシピの多様化においては、 
　製品班と料理班に分かれて活動を展開し、製品班では、多くの専門家からのアドバイスに

より改良・試作を重ね、エゾシカソーセージを完成させ、今年度中の返礼品登録を目指しＡ

ＮＡのふるさと納税サイトへの掲載準備を進めております。 
　また、料理班では、料理家を招いた講座を実施し、コンセプトである「地域食材との融合」

に沿ったレシピ開発を継続、様々なレシピを考案し、ジビエ料理コンテストでは、料理の完

成度や汎用性が評価された「酢鹿」が最終審査に残るなど、学びを活かした多様なレシピ開

発を進め高い評価を得ることができました。 
 
２　エゾシカ副産物を活用した商品開発においては、 
　キャンドルとレザークラフトを中心に商品開発を展開。キャンドルについては、臭いの課

題解消に向け、引き続き酪農学園大学との連携により商品化を目指しております。レザーク

ラフトについては、専門家によるワークショップにより知識と技術を向上させ、キーホルダ

ー・コインケース・しおりを選定し、試行錯誤を重ね商品化することができました。 
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　学校での活動がエゾシカによる農林業被害の軽減とまるごと活用に繋がり、SDGｓのゴ

ール達成、そしてエゾシカをまるごと活用した『持続可能なまち中標津』の実現を目指し、

今後も地域とともに研究を続けていきます。 
 
 
 
●災害時の水の確保について、避難所になるであろう場所に手押しポンプを設置してほし

い。（トレイ用・感染症防止予防） 

 
※総務課回答※ 
（要望の内容から、災害時の水洗トイレ問題、防災井戸と手押しポンプについてと推定しま

して、ご回答いたします。） 
　災害の規模や種類にもよりますが、発災後は、下水道管や下水処理場等が破損等の被害を

受け、使用できない場合も想定されます。そのため町では、災害用緊急トイレセット（簡易

トイレ）等を計画的に備蓄しております。 
　災害時の水の確保につきましては、日本水道協会との協定に基づき、応援・協力体制が構

築されております。 
　各避難所への防災井戸設置につきましては、井戸掘削や手押しポンプ設置に係る経費も

高額であり、また、各避難所敷地内に必ず水脈があるとも限らないなどの難しさがあります。 
設置できたとしても、その後の維持管理メンテナンスや使用頻度を考えますと、費用対効果

が高いとは判断できないため、現状では設置を予定してはいません。 
　今後も必要な備蓄品の配備と水の供給体制構築に努めますので、ご理解願います。 
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・中標津町農業協同組合（1 日目）　令和 4 年 12 月 19 日（月）13:30～　参加者 7 名 
【町参加者】町長・副町長・教育長・総務部長・政策推進課長・企画調整係 
 
 
【学校給食について】 

●給食センターの調理員不足で加工品が増えているが、学校給食を子供たちの健康のため

に、加工品を減らして体に良い物に変えていってほしい。オーガニック給食や地産地消給

食等を進めている自治体もあるので、月 1 回でも地元食材を使った給食を取り入れてはど

うか。 

 
 教育長  
　給食センターの調理員不足は解消できるように努力しています。今後については、近隣町

も調理員不足や施設の老朽化の課題を抱えており、より良い給食の提供のあり方について

協議しています。その中で可能であれば地産地消の機会を増やす事が理想ですが、難しい課

題でもあり、少しずつ努力を重ねていきます。 
 
●食材選びでなるべく添加物のない加工品・調味料を選ぶだけでも給食は少しずつ変わる

と思いますので、長い目で見ると子供たちは大きくなってしまうので、来年度できる事は

すぐにでもやってもらえればと思う。 

●調理員確保のために給料を上げると（扶養の関係で）逆に困る人もいると聞いたが、だっ

たら働きたい人に給料を選んでもらう事はできないのか。 

 
 総務部長  
　同じ仕事を同じ時間する人は、同一労働同一賃金の考えで現実的に調整は難しいです。ま

た、調理員は給食センター以外にも保育園にもいますので給料のバランスも考える必要が

あります。いずれにしても希望する労働時間に見合った体制でやりくりする事は必要だと

考えています。 
 
 
【学校給食での黙食について】 

●黙食について、国が感染対応マニュアルから「黙食」の言葉をなくして、文部科学省も公

の場で「必ずしも黙食を求めていない」と発言した。全国的に黙食を緩和する動きになって

きて農高も黙食を緩和するとしている。（小中学校の）黙食については緩和していただきた

い。大人は居酒屋等で黙食しない人がいるのに子供は黙食しなければならないのは可哀そ

う。教育長がリスクを覚悟して子供を第一に考えて黙食緩和を判断してもらいたい。 

●自治体で話し合って議会で黙食しない事を採決しているところもある。 
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 教育長  
　私の職責として、今の時点では黙食を解除してリスクのある普通の給食を行う考えはあ

りません。大人の方が黙食をしないのは自由です。高校生であれば自制があるので大きな声

で会話をしないので多少緩める事はできますが、小学生・中学生には難しいと考えています。

修学旅行で 200 人のうち 80 数人感染した事例があり、原因は明らかにマスクなしでの長時

間のバス移動でした。今はまだ緩める時期でないと考えています。子供たちは感染しても軽

症で済む場合もあるかもしれませんが、家庭内で高齢者に感染して中等症になり亡くなる

例も結構多いです。おっしゃることは痛いほどわかりますが、そこまで考えなければなりま

せん。 
 
 町長  
　一般的に言われているのは閉鎖空間で長時間、集団でマスクなしで会話するのは感染の

危険性が高まるのはご存じだと思います。いつかはマスクをしなくて良い時が来ると思い

ますが、現状は感染力が高く、感染者が増えることで病院（医療従事者）も疲弊しています。

今の状況では感染者を増やすリスクのある事は難しいと考えています。 
 
●黙食をしない学校が出てきているので、そういった学校で感染者が増えているのか地域

でどうなのかを情報収集、中標津町でもできるのかを検討する努力はしてほしい。 

 
 教育長  
　調べてみたいと思います。 
 
 
※学校教育課回答※ 
　学校個別の感染状況は公表されていないため、黙食をしない学校における感染状況を、町

教委が独自に情報集し分析することは困難だと考えております。 

　感染症対策については、町独自に判断する科学的根拠を示すことが出来ないことから、国

や北海道が示す方針に従い対応することが基本となります。 

　なお、現在は北海道の感染症対策のレベル分類が「レベル１」とされていることから、学

校における感染症対策として、給食については、席の配置の工夫や適切な換気の確保などの

感染症対策を行った上で、通常の給食を実施することとしております。 

 
 
【格子状防風林について】 

●格子状防風林は世界でここだけしかない。世界遺産に登録するための申請はできないの

か。学術的な事はわからないが、防風林と牧草地のコントラストは世界一の風景だと思っ

ている。 
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 町長  
　格子状防風林が素晴らしい事は理解していますが、各町に渡るのでそれぞれの町と合意

形成が必要となります。申請の方法等は調べてみたいと思います。 
 
 
※経済振興課回答※ 
　中標津町、別海町、標津町、標茶町にまたがる「根釧台地の格子状防風林」は、スペース

シャトルからも撮影されたように、そのスケールにおいても地球規模的な、北海道ならでは

の雄大なものです。幅 180ｍ、総延長 648ｋｍの林帯は、防風効果だけではなく野生動物の

住みかや移動の通路としての機能も果たしており、次世代へ引き継ぎたい北海道の大切な

宝ものとして平成 12年 10 月に北海道遺産に選定されました。 

　世界遺産は、ユネスコの世界遺産条約に基づき「世界遺産リスト」に記載された、「顕著

な普遍的価値」をもつ建造物や遺跡、景観、自然のことであり、現在、日本で登録されてい

る世界遺産は、文化遺産が 20件、自然遺産が 5件です。 

　登録する物件は、国の法律で確実に保護されている必要があります。日本の場合、文化遺

産は、文化財保護法によって国宝・重要文化財・史跡・名勝・重要文化財的景観などに指定

されているものから文化庁が選定し、自然遺産は自然環境保全法によって国立公園や自然

環境保全区域などに含まれるものから環境省か林野庁が選定し、政府がユネスコに推薦し

ます。その後、ユネスコが諮問機関による現地調査を何度も行い、年に一度開催される世界

遺産委員会で審議され、登録の可否が決定します。 

　地域の文化的景観である「根釧台地の格子状防風林」の価値を高めていくためには、開拓

時代の植民地区画が示す歴史的な意義や酪農景観に関する理解を深めていく必要がありま

すので、今後も保存活用と普及啓発に努めていきます。 

 
 
【人口減少について】 

●兵庫県明石市で子どもに対しての手厚い政策をしているが、結果として出生率・転入数

が増加して人口も税収も増えたとの話で、支出よりも収入が上回り町政が良くなったと聞

いている。部分的にでも参考にして活かしてもらえればと思う。中標津町は自然も豊かで

店舗も充実していて、中核都市としては住みやすいと思う。 

 
 町長  
　医療費補助や保育料助成の拡充等で先進的な自治体と比べれば見劣りしている事は理解

していますが、実施するのであればお金が必要となり他の施策との調整が必要になります。　 
　また、子育て施策をすると人は集まりますが、中標津町については周辺自治体との関係が

非常に深く、周辺自治体から中標津町に転入しても総体人口は増えないという状況になっ

ていますので、実施に疑問も感じています。 
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　出生数が減っている原因としては大学卒業後に戻ってくる割合が女性の方が少ない事が

あります。それは女性が積極的に働ける職場が少ないためで、高学歴になった方は都会に住

んでしまいます。これは全国的に同じ問題を抱えています。 
　そのため、女性が積極的に気持ちよく働ける状況を作り出す必要があると考えています。

同時に、出産育児休暇を取得すると辞めてくれと言われたり、職場に戻ったとしても給料が

下がったり、子どもを生むこと自体がプラスになっていない、これが非常に大きな問題だと

感じています。 
　人口減少・少子化問題は幅広い方面から考える必要があるので、トータルで考えて対策を

することが重要だと考えています。 
 
●男性のジェンダーに対する意識が低いのかなと感じている。女性の管理職も少なく、女

性のアイデアを活かせていない職場が多いという事は、それだけ人的な財産を活かしてな

いという事になる。女性の方がアグレッシブに動くという事も感じるので、女性を活かせ

ないのは地域にとってもったいない。 

 
 町長  
　まさしくそのとおりです。女性が活躍できる場を色んなところに作っていかなければな

らないと考えています。役場としても変えていって女性の管理職を増やさなければと考え

ています。 
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・中標津町農業協同組合（2 日目）　令和 4 年 12 月 20 日（火）13:30～　参加者 2 名 
【町参加者】町長・副町長・教育長・総務部長・政策推進課長・企画調整係 
 
 
【人材確保について】 

●役場で新卒の募集を札幌まで行っていると聞いた。昔は役場は募集で困る事はなかった

と思う。退職者についても、大事な話をしている相手が翌月辞めているという状況になれ

ば、組織に対して信用できなくなってしまう。募集や離職について対策はしているのか。 

 
 町長  
  採用試験を受ける人がどんどん減少しており、役場の採用試験は町村会が仕切っていま

すが、何年か前から札幌でも試験をするようにしています。特に技術職が不足しており、近

隣自治体の工業高校や工業大学から試験を受けてくれますが、結果的に地元が受かれば地

元に就職してしまいます。今のところ明快な対策はないのが実情です。 
　田舎には人は集まらないとも言われていますが、地域の魅力発信が大切だと考えていま

すし、将来的には役場の業務を広域連携でする必要が出てくる可能性があります。 
 
 総務部長  
　郡部になるほど役場の仕事は人気がなくなっています。民間企業と違い試験自体が遅い

（大学 3 年生のうちに内々定出せない）事もありますし、新卒の給料はスタート段階では

民間企業と比べて低い事もあります。採用試験を受けても、国家公務員と道職員の掛け持ち

で受験しており、そちらに受かれば中標津町には来ない状況です。 
　また、年に何人かは離職者も出ており、辞めさせない工夫として上司の面談でのコミュニ

ケーションが大切だと考えています。 
 
 
【除雪について】 

●毎年、誰も通らない農道を除雪車で除雪し畑に砂利が落ちている状況がある。そもそも

地域では除雪する必要がない農道だと考えていて、砂利も一緒に掘ってしまっているので

春先の大雨で道路が壊れてしまう。しっかり必要性を考えたうえで除雪路線を設定してほ

しい。 

 
 総務部長  
　地域の意向を聞いてお互い手戻りのしないような除雪は大事だと思いますので、戻って

担当と話をして効率の良い除雪をできるようにします。 
 
 



20 

 
※管理課回答※ 
ご意見のありました除雪路線の設定については、地域の意向を確認のうえ検討して参り

ますのでご理解願います。 
 

 

【バスターミナルのテレビについて】 

●バスターミナルのテレビが故障中になっている。初めて中標津町に来る人がバスターミ

ナルで壊れたテレビを目にするのは（町の印象として）いかがなものか。 

 

 町長  
　すぐに対応します。 
 
※生活課回答※ 
テレビが故障しておりましたが、１２月２１日に交換対応いたしました。現在は問題なく、

映っております。 
 
 
【道の駅について】 

●人口減少に対して町の良さをアピールするのに、音更町の道の駅がかなり音更町に来た

いと思わせるアピールができている。タッチパネルで町の飲食店が出てきたり、観光協会

がガラス張りのスペースに居たり、町の特産品も上手くアピールできている。郷土館や白

樺並木をどうするのか考えなければいけない中で、再度道の駅を検討してほしい。伝成館

の周りの土地は町の物ではないのはわかるが何かうまくできないか。明治乳業が計根別に

来るので計根別に道の駅があっても良いかもしれない。災害対策としても、避難場所やイ

ンフォメーションの役割として穴場になっているのでは。作る作らないの検討ではなく、

もう一度町民レベルで行政と検討してほしい。 

 
 町長  
  道の駅に関しては、トイレや買い物等については東武やコンビニがあると考えています

ので、そういった機能よりもインフォメーション機能をハッキリさせる事が大切だと考え

ています。ただし、作った時に赤字になって困るという話はよく聞くのでそこはしっかりし

なければなりません。希望の声はありますが、今のところしっかりしたものはできないのか

なと考えています。 
  伝成館については、構想の一つとして元々あった形に戻す案もありますが、お金も伴いま

すし老朽化した郷土館や収蔵庫をどうするかの話もあります。広陵中学校の改修工事が終

わった後に考える必要があると思っています。 
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●インフォメーションについては観光協会の事務所が空港にも商工会（なかまっぷ）にも

あり、外から来る人はどこに連絡するべきかわからない。今後建て替える必要があるもの

を単独ではなく複合施設にする考えもあるのでは。今一度、建て替える必要があるもの等

を整理したうえで道の駅も考えてほしい。 
 
 町長  
 複合的な施設というのは可能性の一つとして考えられると思います。場所も含めて慎重に

考える必要があると考えています。 
 
 教育長  
　伝成館周りについては、教育委員会としてはあそこを取得して昔あった施設を移築する

等したいと考えていますが、管轄が道の外郭団体で中々話が進捗しない状況もあります。 
 
 
【スクールバスについて】 

●スクールバスについて、昔下校バスは終了時刻が生徒によって違うので、1 人 2 人しか乗

らないのに大きいバスを出すのはどうか。バスじゃなくて燃費の良い車で送ってはどうか

との話あったと思うが、今どうなっているのか。 

 
 教育長  
　バス会社も機材・人員がギリギリで、新たに機材を用意する事ができないで、持っている

機材で回している状況です。機材繰りや人員不足が深刻になってきており、今後は今までの

ような方法は難しくなるかもしれないというお話はしています。例えば郡部で何軒か集ま

ってもらう事も考えられます。なるべく子どもの負担にならないようにしながら効率的な

運行ができるように方策を考えています。 
 
●スクールバスで子どもが悪い事をしても運転手に注意する権限がない。公共の物を利用

するルールを守れない子どもに注意する権限が運転手にないと収拾がつかない。 

 
 教育長  
　年間に何件かトラブルがありますが、その都度学校で指導するようにしていますし、業者

にも目に余る事があれば伝えてくださいと言っています。ただ、運転手が注意するのは運転

手さん自体も難しい所がありますので、効果的な方法を考えたいと思います。何かあれば連

絡いただければ学校教育の方で対処します。 
 
●過去に、吹雪で学校に泊まらないと行けなくなった時の訓練として、バス通学の子ども

は年 1 回学校宿泊をする機会を作ってはどうかと提案したが、基本的にそうなる前に家に
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帰すとの回答だった。経験としてあっても良いのではないか。 

 
 教育長  
　担当者と話してみます。 
 
※学校教育課回答※ 
　冬季間のスクールバスの運行に当たりましては、急な天候悪化により下校便が運行でき

ないといった緊急事態への対応の一つとして、児童生徒が学校に宿泊することも想定して

いるところですが、実際にはそのような事態になる前に、スクールバス利用の児童生徒を早

目に下校させるよう、天候や道路状況の情報取集に努めておりますので、宿泊を伴う非常訓

練の実施は予定しておりません。 

　今後も児童生徒の安全を最優先に考えた措置を講じるため、各学校及び道路管理者、運行

事業者と連携、連絡体制を強化して対応してまいりますが、児童生徒の宿泊など非常時の対

応も想定した学校側の受け入れ準備についても、毎年、確認してまいります。 


